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１．はじめに

今回は、名阪国道（亀山方面）本線上に存する
伊賀 SAの既存休憩施設（コンビニ・レストラン
等）の管理運営主体の選定について「高速自動車
国道又は自動車専用道路に設ける休憩所、給油所
及び自動車修理所の取扱いについて」の一部改正
について〈国土交通省道路局長通達〉（以下、「改
正通達」）により取り扱った中部地方整備局管内
で最初の事例を紹介します。

２．名阪国道（国道 25号）について

名阪国道（国道 25 号）は、東名阪自動車道と西名阪自動車道に挟まれた直轄管理の自動車専用道路で、
三重県亀山市から奈良県天理市までを結ぶ延長 73.2Kmの道路です。
近畿圏と中京圏を結ぶ当該路線は、夜間交通量も多く、大型混入率も高いことが特徴的です。また、カー
ブ及び急勾配箇所が多く、全国の自動車専用道路で 10Km当たりの死亡事故発生率が 7年連続（2004 年
～ 2010 年）ワースト 1位となっております。

３．名阪国道本線上の休憩施設の配置状況および伊賀SAについて
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名阪国道および接続道路の休憩施設の配置間隔は図 1のとおりです。上記 2. の名阪国道の特徴からも
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道路利用者の休憩施設である SAは、交通安全対策上
も非常に重要な施設です。
伊賀 SA（上り）については、昭和 45 年より道路
占用許可により運営していますが、道路利用者の利便
増進の観点から、そのサービスの更なる向上が求めら
れていること、また、占用主体要件の緩和を図り民間
企業の参入を可能とすることによって、道路空間を活
用した新たなビジネスチャンスを創出することも期待
されることから道路占用許可期間が満了する機会を捉
えて新たな占用主体を選定するに至りました。

４．名阪国道における道路サービス施設利用計画の策定にあたって（事前調整）

改正通達では、同一路線等の道路サービス施設については、当該同一路線等において一定水準以上のサー
ビスが長期的に確保されること、また、必要に応じ「道路サービス施設利用計画」を策定することとされ
ており、道路サービス施設利用計画を策定するに当たっては、関係する他の道路管理者、地方公共団体、
学識経験者等から構成される「道路サービス施設利用計画検討会」（以下、「検討会」）を開催し、意見を
聴取することとされております。
中部地方整備局管内における名阪国道上の休憩施設は伊賀 SAのみですが、同一路線上に高峰 SA（近
畿地方整備局管内）があり、伊賀 SAと同様に道路占用許可期間の満了を迎える状況であったため、中部・
近畿両整備局で調整の場を設け、検討会の開催方法、道路サービス施設利用計画、占用主体公募手続き～
占用主体決定に至るスケジュール等について事前調整を行いました。

５．占用事業者募集要項（案）等の作成

募集要項（案）の作成にあたって
は、中部地方整備局管内で事例が無
いこともあり、地方公共団体の自転
車駐車場整備及び管理運営事業者や
地方公共団体施設の指定管理者の公
募事例等を参考にしつつ、近畿地方
整備局との調整を図りました。
調整の結果、同一路線上の休憩施
設であり、公募方針の統一は望まし
いものの、既存の各休憩施設には地
域特性、施設規模、周辺の利用状況
の差異等異なる点も多く、それぞれ
に求められる道路利用者へのサービ
ス内容には独自性があることから、
募集要項の条件等についてはそれぞれの個性が表れました。

公示書

http://www.cbr.mlit.go.jp/hokusei/

伊賀ＳＡ
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伊賀 SAについては、平成 20 年に改装し施設自体が新しく耐用年数が残っていること、また、リニュー
アルオープンに併せて売店を 24 時間営業のコンビニエンスストアに変更し既に道路利用者の利便性が向
上していることから、最低 5年間は現存建物及び附属施設を使用（建物等所有権の取得が必要）すること
を前提とし、現在のサービス水準を維持しつつ既存建物隣地約 570m2 の空地（敷地）を活用して新たな
施設設置を可能とするなど、道路利用者への一層のサービス向上に資する提案及び占用希望者の創意工夫
による新たな提案を可能としました。

 

道路区域占用範囲
（既設）

占用範囲
（新規追加）

公募にあたっては、より多くの占用希望者を募るため、国（整備局・事務所・出張所）・三重県・伊賀市・
SA等の 8箇所の掲示板に公示書を掲示するとともに、名阪国道を管理する北勢国道事務所のホームペー
ジに募集要項等を掲載し、必要な様式等をダウンロードできるようにしました。
誌面の都合上、全ては掲載できませんので、興味のある方は下記のURLより、北勢国道事務所のホー
ムページをご覧下さい。
（北勢国道事務所アドレス http://www.cbr.mlit.go.jp/hokusei/oshirase/h23/igaSAsenyo/index.html）

６．道路サービス施設利用計画検討会について

今回の検討会に於いては、技術的な助言・提案や法的な助言・提案をいただける方が必要と考え、学識
経験者として交通工学・景観・デザインを専門分野とされ道路に関する他の各種検討会において技術的な
検討、助言、提案、要因分析、対策立案を行うアドバイザー等についての経験が豊富な大学教授、募集要
項で定める応募資格や応募条件の設定及び選定基準の作成等の法律的な検討、助言をいただける弁護士、
他の道路管理者として三重県道路維持
管理担当部局、地方公共団体として地元自治体である伊賀市の事業調整促進担当、商工労働観光振興担
当、地元支所に委員就任を要請することとしました。
検討会は、全 3回開催し、第 1回検討会においては、①検討会規約（案）の検討、②改正通達の内容、
③名阪国道の諸元、④占用主体決定までのスケジュール（案）等を事務局から説明を行った後に、⑤道路
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サービス施設利用計画（案）について意見をいただき
ました。
第 2回検討会においは、各委員より①占用の主体は
広く一般から募集し、利用計画検討会及び道路管理者
が履行能力を具備すると認める者とすること、②占用
可能期間は、最大 20 年間とする等のご意見を頂いた
ため、それらを踏まえた道路サービス施設利用計画を
確定しました。
その他、③伊賀サービスエリア占用事業者募集要項、
④選定基準並びに⑤スケジュールの各案について議論
がなされ、各委員より「地元産の食材の使用や地元雇
用の創出が図れないか？」「占用主体を幅広く募るのであれば、参加資格をある程度緩和しても良いので
は？」「選定後のトラブルを避ける意味でも現場説明会への参加を義務付けるべき。」「提案書を作文形式
にした場合、採点が困難となる、採点しやすい工夫をした方がよい。」といった具体的な意見を頂きました。
第 3回検討会（詳細は、「8. 占用事業者の選定」参照）においては、占用希望者から提出された提案内
容について、各委員合議のもと採点を行い占用主体予定者の選定をいたしました。
各検討会とも、各委員の皆様のそれぞれの見地から活発なご意見を賜ることが出来、大変有意義な検討
会となりました。

７．占用事業者の選定基準等の作成

休憩施設については、道路利用者も既存の施設・サービス水準が前提となっており、道路管理者が占用
希望者に求める内容は、営業休止期間等を発生させず、且つ、占用開始後、短期間での撤退等のおそれが
ない健全な企業です。
休憩施設の閉鎖は、道路利用者へのサービス低下に直結することから、切れ目無くサービスを提供する
ことは基より、長期間継続してサービスの提供を行うことができる企業を選定することが重要となります。

今回実施した選定基準では、審査を 2段階に分け、一次審査を
「経営能力」とし、履行実績、応募企業の財務状況の審査としま
した。
これは、先にも述べたとおり、サービス水準の維持・向上と長
期間継続して休憩施設の運営を行って頂くために必要と考えた審
査項目です。
特に長期間の継続性に関しては、過去 3ヶ年の財務状況（貸借
対照表、損益計率、法人税申告書）について審査し、評価ウエイ
トの 8割を占めました。
二次審査は「管理運営能力」とし、休憩施設そのものについて
提案をして頂きました。
今回の取り組みは「多様な者の創意工夫の活用を図るとともに、

新たなビジネスチャンスの創出」が前提であることから、道路管
理者からは商業施設部分に関する具体的な提案等は行わず、民間

利用計画検討会の様子
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企業の創意工夫の中で自由な発想をして頂けるよう配慮しました。
ただし、食堂等の衛生管理、環境・省エネルギーへの取り組み、従業員の配置及び教育、地元への配慮
については、最低限必要な項目と考え、審査項目としました。また、商業施設部分の外、駐車場、トイレ
等道路管理者が設置した範囲の清掃等維持管理についても提案して頂きました。
このような方針のもと、9月 13 日に伊賀 SAにおいて現場説明を開催し、参加者の皆様に建物等の簿価、

占用料、光熱水料、占用許可条件等、占用希望者が今後の休憩施設運営のために必要と思われる情報につ
いて募集要項の補足説明と併せて現施設の確認を行いました。

８．占用事業者の選定

平成 23 年 11 月 17 日に第 3回道路サービス施設利用計画検討会を開催し、審査要領（案）及び審査票（案）
について各委員の皆様に議論・確認を頂き、第 1次審査（欠格条件の有無、応募資格要件である事業者の
同種業務の履行実績と健全な財務状況として財産状態、事業収入）、第 2次審査（食堂及び売店の衛生管
理等、環境・省エネルギーへの工夫、従業員の配置及び教育等、地元への配慮、その他当該 SA及びその
利用者に有益な計画等）の 5項目の提案内容について各委員の審査を頂き合議により占用予定者が選定さ
れました。
検討会での選定結果をうけ、道路管理者として 11 月 21 日に占用予定事業者を決定し、北勢国道事務
HPにて公表しました。　

９．おわりに

今回の手続きは、道路局長通達（平成 22 年 9 月 10 日付け）「高速自動車国道及び自動車専用道路にお
ける休憩所、給油所及び自動車修理所の取扱いについて」に基づき関係各所と連携・調整しながら進めま
したが、この経験は、道路局路政課長通知（平成 23 年 10 月 20 日）別紙 1「都市再生特別措置法に基づ
く道路占用の許可基準の特例の運用について」中の 4に記載される「選定委員会の設置及び提案募集要項
の策定」をする際等、今後、占用主体の選定に際して公募等を用いる場合の参考になると考えています。
占用主体の選定については、道路利用者へのサービス向上を図ることは基より、道路管理者として、公
共性、公益性等の観点を十分考慮することの必要性を痛感した事例でした。
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